
　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
健

全
化
判
断
比
率
は
全
て
の
比
率

に
お
い
て
、
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。

○
早
期
健
全
化
基
準
と
は

　

4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
が
、

１
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を

上
回
っ
た
団
体
は
、
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
し
、
自
主
的
に

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
す
。

○
財
政
再
生
基
準
と
は

　

将
来
負
担
比
率
を
除
く
3
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
が
、
１
つ

で
も
財
政
再
生
基
準
を
上
回
っ

た
団
体
は
、
財
政
再
生
計
画
を

策
定
し
、
国
の
監
督
の
下
で
、

財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

『
比
率
な
し
』

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額

に
占
め
る
、
一
般
会
計
な
ど

（
登
別
市
の
場
合
、
一
般
会
計

に
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
を

加
え
た
も
の
）
の
赤
字
額
の
割

合
で
あ
り
、
一
般
会
計
な
ど
の

赤
字
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年

度
に
お
い
て

は
、
一
般
会

計
、
学
校
給

食
事
業
特
別

会
計
で
と
も

に
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い

た
め
、
比
率

は
『
な
し
』

と
な
り
ま
し

た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

『
比
率
な
し
』

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収

入
額
に
占
め
る
、
全
て
の
会
計

の
赤
字
額
の
割
合
で
あ
り
、
市

の
赤
字
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模

で
あ
る
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に

お
い
て
は
、
全
て

の
会
計
に
お
い
て

赤
字
が
生
じ
て
い

な
い
た
め
、
比
率

は
『
な
し
』
と
な

り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

『
15
・
7
㌫
』

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入

額
に
占
め
る
、

一
般
会
計
な
ど

の
公
債
費
や
公

営
企
業
の
市
債

償
還
の
た
め
に
、

一
般
会
計
が
負

担
し
た
額
な
ど

の
合
計
額
の
割

合
で
あ
り
、
市

の
実
質
的
な
公

債
費
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ

る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
に
伴
う
公
債
費
が
減
額
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
年
度
の

比
率
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
3

カ
年
平
均
比
率
は
前
年
度
か
ら

0
・
3
㌫
上
昇
し
、
15
・
7
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　

『
89
・
0
㌫
』

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額

に
占
め
る
、
市
債
残
高
や
退
職

手
当
引
当
金
、
土
地
開
発
公
社

の
債
務
額
な
ど
、
市
が
将
来
的

に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

額
の
割
合
で
あ
り
、
市
の
将
来

負
担
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
公

債
費
分
繰
出
金
が

増
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
比

率
は
前
年
度
か
ら

１
・
3
㌫
上
昇
し
、

89
・
0
㌫
と
な
り

ま
し
た
。

　

資
金
不
足
比
率
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
営
企
業
の
事
業
規
模

に
占
め
る
、
資
金
不
足
額
の
割

合
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

資
金
不
足
を
生
じ
た
公
営
企
業

が
な
か
っ
た
た
め
、
全
て
の
公

営
企
業
で
比
率
は
『
な
し
』
と

な
り
、
経
営
健
全
化
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

○
経
営
健
全
化
基
準
と
は

　

資
金
不
足
比
率
が
、
経
営
健

全
化
基
準
を
上
回
っ
た
公
営
企

業
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と

資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
３
３
１
）

平成25年度健全化判断比率と
資金不足比率を公表します

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

18.11％ 30.00％

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

13.11％ 20.00％

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

25.00％ 35.00％

0％
健全段階 早期健全化段階

350.00％

いずれの公営企業とも比率なし

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

カルルス温泉スキー場事業特別会計

0％
健全段階 経営健全化段階

20.00％
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◎
資
本
的
収
支

　

資
本
的
収
支
と
は
、
浄
水
施
設
や
配
水

池
、
配
水
管
の
整
備
な
ど
に
使
用
す
る
た

め
の
収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
は
、
予
算
の
１
億
１
千
190
万

円
に
対
し
、
決
算
は
１
億
778
万
円
で
412
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
5
億
708

万
円
に
対
し
、
決
算
は
4
億
9
千
10
万
円

で
１
千
698
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
3
億
8
千

232
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
支

出
の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
の
減
価
償
却
費
な
ど
、
内
部
留
保
し

て
い
る
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

◎
収
益
的
収
支

　

収
益
的
収
支
と
は
、
水
を
つ
く
り
家
庭

な
ど
に
お
届
け
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
の

収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
は
、
予
算
の
9
億
１
千
784
万

円
に
対
し
、
決
算
は
9
億
１
千
192
万
円
で

592
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
8
億
3

千
175
万
円
に
対
し
、
決
算
は
7
億
9
千
77

万
円
で
4
千
98
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
１
億
2
千

115
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
国
な
ど
か

ら
の
借
入
金
の
今
後
の
元
金
償
還
に
備
え

る
た
め
減
債
積
立
金
に
6
千
115
万
円
、
配

水
管
の
更
新
な
ど
の
施
設
整
備
に
備
え
る

た
め
建
設
改
良
積
立
金
に
6
千
万
円
を
積

み
立
て
る
予
定
で
す
。

業
運
営
を
図
り
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
に
持
続
可
能

な
水
道
と
す
る
た
め
に
は
、
事
業
運
営
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
給
水

体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
企
業
の
経
営
成
績
、
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
計
制
度
は

企
業
会
計
方
式
を
採
っ
て
い
る
ほ
か
、
事

業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収
入

（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る
と

い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
と
と
も
に
、
常
に
効
率
的
な
事

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

　

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
水

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
水
道
は
生
活

を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
す
。

　

市
は
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
く
水
道
料
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
水

道
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
の
概
要

収
入
と
支
出
の
概
要

給水の状況
給水人口 49,823人

給水戸数 22,208戸

年間給水量 4,071,870㎥
（１日１人当たり平均224㍑）

平均配水量
（１日当たり） 13,112㎥

収益的収支
項　　　目 金　　額

　収益的収入 9億1,192万円
営業収益 9億1,055万円
（うち給水収益） 8億6,583万円
営業外収益 85万円
特別利益 52万円

　収益的支出 7億9,077万円
営業費用 6億8,112万円
営業外費用 1億  132万円
特別損失 833万円

　純　利　益 1億2,115万円

資本的収支
項　　　目 金　　額

　資本的収入 1億  778万円
企業債 8,760万円
負担金 2,018万円

　資本的支出 4億9,010万円
建設改良費 2億2,947万円
企業債償還金 2億6,063万円

　不　足　額 3億8,232万円

水道事業会計の決算状況
平成25年度

▲市の水源の１つである来馬川
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平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
主
な
工
事
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

安
定
し
た
水
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
常
に
浄
水
場
や
配
水
管
な
ど
の
水

道
施
設
を
整
備
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
施

設
更
新
時
期
を
迎
え
る
水
道
施
設
を
計
画

的
に
更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
整
備
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要

に
な
り
、
手
持
ち
の
資
金
だ
け
で
は
賄
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
な
ど

か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
し
、
水
道
料
金
の

一
部
を
返
済
に
充
て
て
い
ま
す
。
水
道
事

業
で
は
、
こ
の
借
入
金
を
『
企
業
債
』
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
借
入
金
は
、
財
政
的
負
担

の
軽
減
や
、
将
来
利
用
す
る
市
民
に
も
公

平
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
含

め
、
長
期
の
計
画
で
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
現
在
で
企
業
債
の
残
高

は
、
貸
借
対
照
表
の
と
お
り
45
億
１
千
159

万
円
で
、
平
成
16
年
度
以
降
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
企
業
債
を
給
水
人
口
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
9
万
552
円
に
な
り
ま

す
。

す
。
次
の
表
は
、
平
成
26
年
3
月
31
日
現

在
の
水
道
事
業
の
貸
借
対
照
表
で
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
企
業
の
財
政
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
保
有
す
る
全
て
の

資
産
、
負
債
、
資
本
を
表
示
し
た
も
の
で

借
入
金
の
状
況

水
道
施
設
整
備
の
状
況

財
産
の
状
況

貸借対照表
区　　　　　　　分 金　　額 区　　　　　　分 金　　額

　固定資産 79億  411万円 　流動負債 8,938万円

有形固定資産
（ 建物、配水管、水道
メーターなど）

79億  411万円

未払金
（未払いの債務） 3,305万円

前受金
（概算払いの水道料金） 7万円

その他
（ 下水道料金預り金な
ど）

5,626万円

　流動資産 7億2,200万円 　資本金 62億9,343万円

預金現金 6億2,443万円
自己資本金
（ 建設改良積立金の取
り崩し額など）

17億8,184万円

未収金
（未納水道料金） 9,656万円 借入資本金（企業債） 45億1,159万円

貯蔵品
（棚卸し資産） 98万円 　剰余金 22億4,330万円

その他流動資産 3万円

資本剰余金
（工事負担金など） 16億5,730万円

利益剰余金
（減債積立金など） 5億8,600万円

資産合計 86億2,611万円 負債・資本合計 86億2,611万円

区分 工事内容 事業費

送配水管
新設工事

幹線となる配水管などを敷設し、水道水
の安定供給を図るための工事を行いまし
た。

6‚636万円

送配水管
改良工事

赤水発生の解消や地震などの災害に強い
水道施設の整備を図るため、老朽化した
配水管の改良（更新）工事を行いました。

2‚624万円

送配水管
移設工事

道道の工事などに伴い、配水管の移設工
事を行いました。 2‚683万円

水道メーター
取替工事

計量法で定められている水道メーターの
取り替え（ 8年ごと）の工事を行いまし
た。

1‚571万円

水道事業の決算状況に
関するお問い合わせは

水道グループ
☎85５５０１
思85５８０５

Eメール　gyoumu＠
city.noboribetsu.lg.jp

水道事業会計の決算状況
平成25年度
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